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新日本石油精製㈱室蘭製油所

水素化分解装置の火災原因調査結果について

　当所（所長：小菅　章光）にて、本年2月5日に発生いたしました水素化分解装置の火災事故によりまして、近隣住民の皆様方をはじめ、関係官庁および関係諸団体の皆様方に多大なご迷惑をおかけしましたことにつきまして、改めてお詫び申し上げます。

事故発生日以降、製油所内に「室蘭事故調査委員会」を設置し、事故原因の調査を進めてまいりましたが、今般、調査が完了し、事故原因が明らかとなりました。併せて、本日までに事故調査報告書を監督官庁に提出し、内容の報告をさせていただきました。つきましては、今回の火災事故の原因について、下記のとおりお知らせいたします。

記

１．火災事故の概要

（１）事故発生日　２００６年２月５日（日）
（２）発生場所　　新日本石油精製株式会社　室蘭製油所構内

　　　　　　　　　水素化分解装置第１蒸留塔 塔底油ポンプ付近
（３）事故経過

　　　　　１３時０７分　　協力会社社員が火災発見

　　　　　１３時０９分　　構内緊急通報実施、装置緊急停止措置

　　　　　１３時１５分　　自衛防災組織発令
　　　　　１３時１９分　　公設消防（室蘭市消防本部）へ１１９番通報完了
　　　　　１３時２５分　　自衛消防による消火活動開始

　　　　　１３時２６分　　公設消防到着

　　　　　１３時３０分　　非常対策本部設置
　　　　　１５時００分　　ポンプ床面鎮圧、上部配管から火災を確認

　　　　　１６時０９分　　公設消防により鎮火確認

　　　　　２４時００分　　自衛防災組織解散、事故調査委員会設置

（４）死傷者　なし

（５）被害状況　水素化分解装置および残油脱硫装置の機器、配管類の一部焼損
２．事故原因の調査体制
「室蘭事故調査委員会」
（１）設置日時　　２００６年２月５日（日）２４時
（２）体　制　
　　　　顧問（学識経験者）　東京工業大学　大島　榮次　名誉教授

　　　　　　　　　　　　　　室蘭工業大学　幸野　豊　教授　

　　　　委員長　　　　　　　所長　小菅　章光
　　　　メンバー　　　　　　製油所および本社スタッフ
３．調査結果
（１）発災部位　水素化分解装置　第１蒸留塔 

塔底油ポンプ本体ドレン配管

（２）発災原因

　　①水素化分解装置のポンプ本体ドレン配管に、製作時の不具合により、通常
　　　よりも硬度がかなり高い部分があった。

　　②通常よりも硬度がかなり高かったことで、ポンプ内部の油中に含まれる微量の水分と硫黄分（硫化水素）、および溶接、熱等による応力が複合的に作用し、「硫化物応力割れ」と呼ばれる現象が発生し、これにより当該ドレン配管が破損した。
　　③配管の破損により、内部流体である「重油」が滲み出し、当該配管周辺の保温材に浸み込んだ。
　　④漏洩油が、保温材内で空気（酸素）と接触することにより、酸化反応が起き、蓄熱され、更に漏洩油の温度が上昇するという現象を経て、最終的に自然発火し火災に至った。
４．再発防止策

（１）既存機器の硬度点検の実施

　　類似機器（硬度の高いことが懸念されるポンプ）について、硬度が適正で
　　あることを点検し確認した。

（２）ポンプ製作時の硬度確認
　　ポンプ製作時の検査内容のうち硬度測定に関する事項が明確でなかったこと
　　から、ポンプ製作検査基準に硬度測定の実施を規定するとともに、硬度測定
　　の実施を徹底する。
５．復旧工事および再稼動予定

　　原因究明が完了したことから、今後、必要な官庁手続きを経て復旧工事に

着手する。装置再稼動までの工期は、３カ月程度を要する見込み。

以　上
別添資料･･･室蘭製油所 水素化分解装置（HDC）火災調査概要（室蘭事故調査委員会）
（お問合せ先）　新日本石油株式会社　広報部　古谷

住所：　港区西新橋一丁目３番１２号

電話：　０３－３５０２－１１２４

本資料は、本日（3/13）15:00に現地（室蘭製油所）で開催されました記者説明会にて、


配布しております。











